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育
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へ
の
事
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の
委
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補
助
執
行
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関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
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人　

事　

課
）　
　

一

〇
地
方
公
営
企
業
法
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三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
職
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定
め
る
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則�
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同　
　

）　
　

一

告

示

〇
有
害
図
書
類
の
指
定�

（
共
同
参
画
社
会
推
進
課
）　
　

一

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
廃
止
の
届
出�

（
障
害
福
祉
課
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二

〇
知
事
指
定
薬
物
の
指
定�
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務　

課
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二

〇
道
路
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域
変
更�
（
道　

路　

課
）　
　

二

〇
道
路
の
供
用
開
始
（
二
件
）�

（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
変
更
の
認
可
（
三
件
）�

（
都
市
計
画
課
）　
　

三

公

告

〇
落
札
者
の
決
定�

（
環
境
対
策
課
）　
　

四

〇
落
札
者
の
決
定�

（
契　

約　

課
）　
　

五

教
育
委
員
会

〇
教
育
委
員
会
定
例
会
の
開
催�

　
　

五

選
挙
管
理
委
員
会

〇
証
票
の
無
効
（
二
件
）�

　
　

五

公
安
委
員
会

〇
警
察
に
お
い
て
身
体
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
者
の
食
料
に
要
す
る
経
費�

　
　

六

規

則

　

教
育
委
員
会
等
へ
の
事
務
の
委
任
及
び
補
助
執
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
十
号

　
　
　

�

教
育
委
員
会
等
へ
の
事
務
の
委
任
及
び
補
助
執
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

教
育
委
員
会
等
へ
の
事
務
の
委
任
及
び
補
助
執
行
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
宮
城
県
規
則
第
六
十
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
の
表
教
育
委
員
会
の
項
中
「
附
則
第
四
条
第
一
項
」
を
「
附
則
第
五
条
第
一
項
」
に
、「
第
五
条
第
一
項
」

を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

�

　

地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
職
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
十
一
号

　
　
　
地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
職
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
職
を
定
め
る
規
則
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
五
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

本
則
の
表
本
局
の
項
中
「
水
道
経
営
管
理
専
門
監
」
を
「
水
道
事
業
推
進
専
門
監
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
四
号

　

青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
十
三
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
も
の

を
青
少
年
に
有
害
な
図
書
類
と
し
て
指
定
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
八
日

発　　　　行
宮 城 県
（総務部県政情報・文書課）
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
電話�022（211）2267
（毎週火，金曜日発行）
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�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
図
書
類

番
号

種　
　

類

図　
　

書　
　

類　
　

の　
　

名　
　

称

発　
　

行　
　

所

　

一

　

二

　

三　

　

四　

　

五　

　

六　

　

七　

雑　
　

誌

雑　
　

誌

書　
　

籍

書　
　

籍

書　
　

籍

雑　
　

誌

雑　
　

誌

無
敵
恋
愛
Ｓ
＊
ｇ
ｉ
ｒ
ｌ　

Ｄ
Ｘ　

２
０
２
４　

３

　

０
８
５
７
７－

３

恋
愛
宣
言
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｙ　

４
月
号　

２
０
２
４

　

０
８
８
７
７－

０
４

芸
能
ア
イ
ド
ル
特
ダ
ネ
お
宝
級
Ｓ
Ｅ
Ｘ
Ｙ
な
瞬
間
Ｓ
Ｐ

　

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
９
７
８－

４－

８
６
７
１
４－

９
２
３－

２人
気
芸
能
美
女
衝
撃
ハ
プ
ニ
ン
グ
＆
名
場
面
完
全
解
禁

　

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
９
７
８－
４－

８
６
７
１
４－

９
２
４－

９芸
能
お
宝
最
新
特
報
Ｂ
Ｕ
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
！
！
！
ｖ

ｏ
ｌ
．
１
６

　

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
９
７
８－

４－

８
９
２
１
２－

７
２
４－

３実
話
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ａ
超
タ
ブ
ー
２
０
２
４　

３
月
号

　

０
５
１
５
９－

０
３

い
よ
い
よ
日
本
破
滅
の
始
ま
り
！
明
日
か
ら
も
う
食
え

な
い
！
悲
惨
な
極
貧
社
会

　

５
３
４
５
６－

４
０

株
式
会
社
ぶ
ん
か
社

株
式
会
社
秋
水
社

株
式
会
社
ブ
レ
イ
ン
ハ
ウ

ス株
式
会
社
ブ
レ
イ
ン
ハ
ウ

ス株
式
会
社
イ
ン
テ
ル
フ
ィ

ン株
式
会
社
コ
ア
マ
ガ
ジ
ン

株
式
会
社
コ
ア
マ
ガ
ジ
ン

二　

指
定
理
由

　

�　

図
書
類
の
内
容
が
、
一
か
ら
三
の
図
書
類
に
あ
っ
て
は
、
著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
し
、
四
か
ら
七
の
図
書
類
に

あ
っ
て
は
、
著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
し
、
か
つ
著
し
く
犯
罪
を
誘
発
す
る
た
め
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害

す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
五
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
す
る
旨
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

廃
止
す
る
指
定
障
害�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

設
置
者
名

廃
止
年
月
日

〇
四
一
二
二
一
〇
〇
六
四

コ
コ
・
サ
ポ
大
河
原

柴
田
郡
大
河
原
町
字
町

一
七
一

就
労
移
行
支
援
、

就
労
継
続
支
援
Ｂ

型

エ
ー
シ
ー
イ
ー

株
式
会
社

令
和
六
年
二
月

二
十
九
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
六
号

　

宮
城
県
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
宮
城
県
条
例
第
六
十
九
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
知
事
指
定
薬
物
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

知
事
指
定
薬
物
の
名
称

　

１�　

化
学
名　

（
八
Ｒ
）－

Ｎ－

メ
チ
ル－

Ｎ－

（
プ
ロ
パ
ン－

二－

イ
ル
）－

六－

メ
チ
ル－

九
、
十－

ジ
ヒ
ド

ロ
エ
ル
ゴ
リ
ン－

八－

カ
ル
ボ
キ
シ
ア
ミ
ド
及
び
そ
の
塩
類
（
通
称
名
：
Ｍ
ｉ
Ｐ
Ｌ
Ａ
、
Ｍ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
Ａ
、
Ｎ－

Ｍ

ｅ
ｔ
ｈ
ｙ
ｌ－

Ｎ－

ｉ
ｓ
ｏ
ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
ｙ
ｌ　

ｌ
ｙ
ｓ
ｅ
ｒ
ｇ
ａ
ｍ
ｉ
ｄ
ｅ
）

二　

指
定
の
理
由

　

�　

中
枢
神
経
系
の
興
奮
若
し
く
は
抑
制
又
は
幻
覚
の
作
用
（
当
該
作
用
の
維
持
又
は
強
化
の
作
用
を
含
む
。）
を
有

す
る
蓋
然
性
が
高
く
、
か
つ
、
人
の
身
体
に
使
用
さ
れ
た
場
合
に
保
健
衛
生
上
の
危
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
た
め
。

三　

指
定
の
効
力
が
生
ず
る
日　

　
　

令
和
六
年
三
月
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
三
月
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土
木
事

務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

女
川
牡
鹿
線

三　

道
路
の
区
域
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変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

石
巻
市
大
谷
川
浜
苗
代
目
一
八
番
一
地
先
か
ら

同
市
大
谷
川
浜
小
積
道
山
一
一
番
五
地
先
ま
で

前

　

七
・
四
～

�

三
七
・
〇

�

一
四
〇
・
三

後

　

六
・
六
～

�

三
七
・
〇

�

一
四
〇
・
三

石
巻
市
小
積
浜
大
鳥
屋
山
国
有
林
五
三
一
林
班
る

一
小
班
地
先
か
ら

同
市
小
積
浜
字
谷
川
道
無
番
地
先
か
ら

前

　

七
・
九
～

�

六
五
・
六

�

八
〇
六
・
〇

後

　

八
・
九
～

�

六
五
・
六

�

八
〇
六
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
三
月
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土
木
事

務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県　

道

女
川
牡
鹿
線

石
巻
市
大
谷
川
浜
苗
代
目
二
六
番
地
先
か
ら

同
市
大
谷
川
浜
苗
代
目
六
番
二
地
先
ま
で

令
和
六
年

�

三
月
八
日

石
巻
市
小
積
浜
字
大
木
戸
無
番
地
先
か
ら

同
市
小
積
浜
字
谷
川
道
三
番
一
〇
地
先
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
三
月
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土
木
事

務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

河
南
鳴
瀬
線

東
松
島
市
大
塩
字
中
沢
二
六
一
番
一
地
先
か
ら

同
市
高
松
字
西
風
一
六
〇
番
一
地
先
ま
で

令
和
六
年

�

三
月
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

令
和
六
年
三
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

大
崎
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

大
崎
広
域
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

大
崎
市
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　

�　

「
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
日
か
ら
令

和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　

�　

昭
和
四
十
七
年
三
月
十
日
宮
城
県
告
示
第
百
八
十
三
号
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
十
九
日
宮
城
県
告
示
第
二
百
九

十
七
号
、
昭
和
五
十
五
年
五
月
二
日
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
十
八
号
、
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
二
十
八
日
宮
城
県

告
示
第
千
三
百
五
十
八
号
、
平
成
元
年
七
月
四
日
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
十
七
号
、
平
成
三
年
四
月
二
十
六
日
宮

城
県
告
示
第
五
百
四
十
五
号
、
平
成
八
年
六
月
二
十
一
日
宮
城
県
告
示
第
八
百
号
、
平
成
九
年
二
月
七
日
宮
城
県

告
示
第
百
三
十
九
号
、
平
成
十
年
一
月
九
日
宮
城
県
告
示
第
十
七
号
、
平
成
十
一
年
三
月
三
十
日
宮
城
県
告
示
第

三
百
九
十
二
号
、
平
成
十
二
年
十
一
月
七
日
宮
城
県
告
示
第
千
百
三
十
四
号
、
平
成
十
二
年
十
一
月
二
十
八
日
宮

城
県
告
示
第
千
二
百
二
号
、
平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日
宮
城
県
告
示
第
二
百
二
十
号
、
平
成
十
六
年
三
月
十
二

日
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
六
号
、
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
六
号
、
平
成
二
十
一

年
三
月
二
十
四
日
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
七
号
、
平
成
二
十
五
年
七
月
五
日
宮
城
県
告
示
第
六
百
四
十
三
号
、
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平
成
三
十
年
十
一
月
十
三
日
宮
城
県
告
示
第
千
一
号
、
令
和
三
年
三
月
三
十
日
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
三
号
の

事
業
地
に
、
大
崎
市
古
川
字
城
西
、
古
川
字
竹
ノ
内
、
古
川
字
青
塚
、
古
川
大
幡
字
月
蔵
、
古
川
大
幡
字
原
田
、

古
川
大
幡
字
江
向
、
古
川
大
幡
字
谷
地
田
、
古
川
大
幡
字
道
下
東
、
古
川
中
里
字
江
添
、
古
川
簔
口
沼
字
分
田
、

古
川
楡
木
字
上
谷
地
、
古
川
馬
寄
字
南
田
及
び
古
川
稲
葉
二
丁
目
の
一
部
を
加
え
、
古
川
稲
葉
字
大
江
向
、
古
川

若
葉
町
二
丁
目
、
古
川
駅
南
三
丁
目
、
古
川
小
稲
葉
町
、
古
川
城
西
一
丁
目
、
古
川
西
舘
三
丁
目
、
古
川
中
里
五

丁
目
、
古
川
中
里
六
丁
目
、
古
川
米
倉
字
中
田
、
古
川
旭
二
丁
目
、
古
川
旭
四
丁
目
、
古
川
穂
波
一
丁
目
、
古
川

穂
波
八
丁
目
、
古
川
北
稲
葉
一
丁
目
、
古
川
北
稲
葉
二
丁
目
及
び
古
川
北
稲
葉
三
丁
目
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を

変
更
す
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
一
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

令
和
六
年
三
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

大
崎
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

大
崎
広
域
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

大
崎
市
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　

�　

「
平
成
六
年
一
月
十
四
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
六
年
一
月
十
四
日
か
ら
令
和
十
三
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
二
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

令
和
六
年
三
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

名
取
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

名
取
市
流
域
関
連
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　
　
　

変
更
な
し

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
六
年
三
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

令
和
六
年
度
公
共
用
水
域
水
質
分
析
等
業
務　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

環
境
生
活
部
環
境
対
策
課　

仙
台
市
青
葉
区
本

町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
六
年
二
月
二
十
七
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

公
益
財
団
法
人
宮
城
県
公
害
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー　

仙
台
市

青
葉
区
落
合
二
丁
目
十
五
番
二
十
四
号

五　

落
札
金
額　

四
千
四
百
五
十
五
万
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
六
年
一
月
十
六
日

�
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〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
六
年
三
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
印
刷
物
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

み
や
ぎ
県
政
だ
よ
り　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

出
納
局
契
約
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目

八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
六
年
二
月
十
九
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

仙
台
印
刷
工
業
団
地
協
同
組
合　

仙
台
市
若
林
区
六
丁
の
目

西
町
一
番
四
十
三
号

五　

落
札
金
額　

一
億
二
千
五
百
五
十
一
万
九
千
七
百
五
十
七
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
を
除
く
。）

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
六
年
一
月
九
日

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
告
示
第
三
号

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ

り
、
教
育
委
員
会
の
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
次
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
傍
聴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

令
和
六
年
三
月
八
日

�

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

教
育
長　
　

佐　
　

藤　
　

靖　
　

彦　
　
　

一　

日　

時　

令
和
六
年
三
月
十
四
日　

午
後
一
時
三
十
分

二　

場　

所　

教
育
委
員
会
会
議
室

三　

事　

件

　
　

第
一
号
議
案　

職
員
の
人
事
に
つ
い
て

　
　

第
二
号
議
案　

教
育
功
績
者
表
彰
に
つ
い
て

　
　

第
三
号
議
案　

宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

第
四
号
議
案　

教
育
長
に
対
す
る
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

第
五
号
議
案　

職
員
の
退
職
手
当
に
つ
い
て

　
　

第
六
号
議
案　

宮
城
県
教
科
用
図
書
選
定
審
議
会
委
員
及
び
専
門
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

　
　

第
七
号
議
案　

宮
城
県
特
別
支
援
教
育
将
来
構
想
審
議
会
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

　
　

第
八
号
議
案　

宮
城
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

四　

傍
聴
者
の
定
員

　
　

十
二
人

五　

傍
聴
手
続

　

１�　

傍
聴
希
望
の
受
付
は
、
会
議
開
会
三
十
分
前
か
ら
十
分
前
ま
で
に
、
当
該
会
議
の
会
場
に
参
集
し
た
傍
聴
希
望

者
に
対
し
て
行
い
ま
す
。

　

２　

傍
聴
の
手
続
は
、
先
着
順
で
行
い
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
希
望
者
全
員
に
よ
る
抽
選
と
し
ま
す
。

六　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
教
育
庁
総
務
課
総
務
班
（
電
話
〇
二
二−

二
一
一−

三
六
一
一
）

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
十
九
号

　

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
百
十
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
交
付
し
た
左
記
の
証
票

は
、
令
和
六
年
二
月
二
十
日
以
降
無
効
と
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
八
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

証
票
番
号

○候　

第
三
号
の
〇
七
九

証
票
番
号

○団　

第
三
号
の
〇
七
八

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
号

　

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
百
十
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
交
付
し
た
左
記
の
証
票

は
、
令
和
六
年
二
月
二
十
日
以
降
無
効
と
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
八
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記
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証
票
番
号

○候　

第
三
号
の
〇
一
九

証
票
番
号

○団　

第
三
号
の
〇
一
八

公
安
委
員
会

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
28号

　
警
察
に
お
い
て
身
体
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
者
の
食
料
に
要
す
る
経
費
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
す
る
。

　
な
お
、
こ
れ
に
伴
い
、
令
和
２
年
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
８
号
は
廃
止
す
る
。

　
　
令
和
６
年
３
月
８
日

�
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
庭
野
　
賀
津
子
　
　

　
警
察
に
お
い
て
身
体
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
者
の
食
料
に
要
す
る
経
費
は
一
食
444円

（
消
費
税
を
含
む
。）
ま
で
と
す

る
。
た
だ
し
、
疾
病
そ
の
他
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
警
察
本
部
長
は
一
食
556円

（
消
費
税
を
含
む
。）
ま
で
増

額
す
る
こ
と
が
で
き
る
。


